
第633回 《定 例 会》(6/7)

令和7年6月 7日

大和言語『さくらの会』

嘲切り1ようヨき7曖ナ′″

《6月 10日》は何の日であることをご存知でしようか?Cヽイ′̀野吻配旨″であります ′′
この記念日は19"年 (大正9年)に制定されました。背景は当時、日本人は欧米に比べ、時間の
感覚に乏しいと見られていたようです。■脅笏麟奮″1ま、ただ時間を意識する日と云うだけでは

なく、自分の生き方を見つめ直す切つ掛けになるかもしれませんと思っています。

大切な人との時間やこれまで積み重ねた経験がきつとそれぞれの人生を豊かにしてくれる。

これからは、時間を皆で支え合って一層大切にするために心掛けましょうノ

(生成題より)

I)ラジオ体操・・・・・ ・̈・元気いっぱいにやりましょうノ
I)お日の体操・・・・・・・・金子さん、稲垣さんのご指導
Ⅲ)ご報告・・・・・・・・・・・・宮川会長のお話
Ⅳ)誕生日のお視い。・・。今月に誕生日を迎える皆様に最高の贈り物 =《誕生花》のプレゼントをノ

代表的な花は《紫陽花=アジサイ》です。
《花言葉》は“移り気"“辛抱強さ““無常"

花の色が徐々に変化(青やビレク、紫)してしくことと育つた土壌によつて

変化するのが特徴の由。皆さんは7の色が一番お|夕1きでしょうか 7''
V)おしゃべリコーナーで楽しみましょうノ

時が過ぎるのが早く感じられ、今年もあっという間に5ヶ月が過ぎておりま

す。手元の手帳やメモ等を振り返ると、それぞれに感慨深い思いをお持ち
のことと存じます。

本日は、楽しかったこと、嬉しかったこと、幸かったこと等々をそれぞれに

おしゃべりで語り合って、そして、皆で支えながら『苺υ胃21艦だ 霧ち易け

半″鯰 ることを励みましょう!
Ⅵ)心に響く言葉・・・・・・・阿久爆=作詞家 2007年に70歳没 日本レコード大賞を5度受賞し、特

別功労を受賞.50閲由に作調された。《阿久悠記念館》見学無料

“慶麟臓″で夢と夕1ク

魔滋魔れて慶壼〕卸ク

″|は滋れて厨を夕|ク

炭1は:認れで炭

"カ
ウ″

梅雨入り前後の変わりやすい時期、くれぐれも体調に気を付けて過ごしましょうノ

・宿題
颯 カ

次回の『定例会』(6/21)に『父の日』(6/15)に因んで考常への1麟いあ新クましょう′
″ど添付をご参照)



(添付を参照》

今年の『父の日』は、 6月 15欄であります。(毎年、6月の第 3日曜日)
『お父さんに感謝する日』『お父さんを敬愛する日』
由来は、アメリカの女性が母親の亡き後、6人の子供を男手一つで育てくれた父親を敬愛
して教会の牧師にお願いし、父の誕生月である6月に礼拝をして貰つた切つ掛けと云われ
ています。(1910年)日本に導入されたのは1950年代頃。(今年の「母の日」は5月 11日 )
プレゼントの花は『向日葵』(ひまわり)

『花言葉』は "憧れ""輝き"“敬慕"

. ‐
m訂
藤
■ 撃

《おえさん…ずっと総に》

Aさ ん

お父さん いつもありがとう !

か っこよくて 優 しく

いつもなたちのことを気にかけてくれている。

そんなお父さんが六」酢きだよ! 番永は、おえさんみたいな

人と結婚 したいな 。・・・なんちゃって (笑 )

これか らもよろしくね :

B君

自分を人事に育ててくれた、人生の人先輩であるお父さん、

ありがとう! 家漱:を キってくれたお父さんの大きな脊ヤを

思い出す度に、いつも尊棋と怠議の気持ちでいつばいになうます。

お父さんの子供に産まネてきて本当によかった I

もぅ一成Iそ の混もりに、その優しさに包まれて行きたいま
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《父の日》(6/15) 氏名
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